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［28］『宇治拾遺物語』（小林－140）
版半10巻合２冊（22.4×15.7）。全15巻の
うち巻１～５欠。原題簽（巻６・10存、
中央無辺）外題・内題「宇治拾遺物語」。
柱題「宇治」。後表紙見返に刊記「万治
二己亥年初冬日／〈洛陽今出川書堂〉林
和泉掾板行」。四周単辺11行。漢字かな
交じり。挿画入り。原装薄縹

はなだ

色表紙。印
記「歌城」「布治波良乃毛等袁宇多岐尓
乎佐牟留布美良乃之留思」「伊藤文庫」「月
明荘」。江戸の旗本で国学者、小

お

林
ばやし

歌
うた

城
ぎ

（藤
原元雄、文久２年没85歳）による校異・
補注書入あり、巻末に識語「文化七年正
月校正　藤原元雄／同年同月十二日再校
／文政九再校／天保四年三月九日石川子
の本もて校了　歌城居士」。＊1659

［29］『世継物語』（小林－60）
版大１冊（27.2×19.3）。原題簽（中央無辺）
外題「世継物語」。無刊記。10行。漢字
かな交じり。原装縹

はなだ

色表紙。小林氏によ
る付箋多数。＊近世前期刊

『世
よ

継
つぎ

物
もの

語
がたり

』
編者未詳。平安末期より鎌倉中期にかけての成立。和歌説話を主に構成された説話集で、和泉式部・紫式部・
清少納言などの王朝人が本書に彩りを添えている。『古本説話集』と共通する話が多数あり、その関係性が注
目される。伝本は①版本『世継物語』と同類の本文を有する系統、②流布本系『宇治拾遺物語』の第５冊とし
て伝来した系統、③版本『宇治大納言物語』の系統、に大別される。

『古
こ

今
こん

著
ちょ

聞
もん

集
じゅう

』
橘
たちばな

成
なり

季
すえ

編。自序によれば建長６（1254）年10月の成立。『今昔物語集』に次ぐ分量の約700話を収めるが、現存本では
その中の数十話が後人による増補と分かっている。『古今和歌集』の形式に倣い、文化・世相・自然といった多岐
にわたる事項を30項目に分け、百科全書的に説話を部類・配列している。編纂は主に尚古思想に基づいているが、
話題の豊富さからは俗化した当世風を受け入れる多彩な関心領域をうかがうことができる。出典を尊重し、脚色に
対して抑制的な方法をとろうとした態度の表れからか、王朝貴族の日記・記録の類からの抄出が基本となっている。
諸本は九条家旧蔵本・宮内庁書陵部蔵一本以下の甲門と三手文庫蔵本・吉田幸一蔵本以下の乙門に大別できる。
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［30］『古今著聞集』（小林－128）
写大20巻10冊（27.0×19.3）。原題簽（左
肩無辺）・序題・内題「古今著聞集」。建
長６年自序。建長６年・暦応２年元奥書。
10行。漢字かな交じり（ふりがな入り）。
原装水浅

あさ

葱
ぎ

色表紙。印記「斑山文庫」。
本文は甲門。＊近世中期写

［32］『十訓抄』（小林－152）
写大10巻３冊（27.3×19.1）。原題簽（中
下冊存、左肩無辺、黄色料紙）外題・序
題・内題「十訓鈔」。建長４年序。12行。
漢字かな交じり。原装白地表紙、布目（型
押）。料紙斐

ひ

楮
ちょ

交
まぜ

漉
すき

。印記「西駿中根家
本氏記」「正孫之章」「内山」。本文は第
１類。＊近世中期写

［31］『古今著聞集』（小林－130）
版半20巻20冊（22.0×15.6）。原題簽（左
肩双辺）・内題「古今著聞集」。建長６年・
暦応２年奥書。刊記「元禄三年庚午孟春
吉祥日／書林〈洛陽〉永田調兵衛／〈武江〉
武藤与惣兵衛／〈同〉河崎七郎兵衛／〈同〉
高嶋弥兵衛」。やや後印。四周単辺10行。
漢字かな交じり。絵入り（絵は又丁で入
る）。原装白地表紙、小菊・梅花・唐花・
松葉・小桜（藍刷）。本文は甲門で誤脱
が多い。＊1690

『十
じっ

訓
きん

抄
しょう

』
編者未詳。序文によれば建長４（1252）年10月中旬の成立。教訓的な啓蒙意識が発想の基本にあり、具体的・
実際的な処世の導きとなることを志向している。教訓を10項目に分け、それぞれの徳目にふさわしい説話を類
聚的に収めている。『史記』『漢書』などから引かれた中国故事が多く収められており、国書からも「六国史」『万
葉集』『大和物語』『江談抄』『宇治拾遺物語』などの文献から多数引用している。これは抜書的な抄出に止まらず、
主題に沿うように内容の切り替え、要約がなされており、表現も啓蒙意識によって解説的に和らげられ、簡約
にまとめれているところが少なくない。伝本は第１類３巻有欠本、第２類片仮名３巻本、第３類補欠諸本、第
４類流布版本の４種に大別される。
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［33］『十訓抄』（小林－153）
写大３巻２冊（27.3×19.1）。書外題・序題・内題「十
訓鈔」。建長４年序。元書写校合識語「曽聞菅為長
卿作十訓抄是歳之春浴菅豊長朝臣之恩渥携来使満直
疾謄手自滴朱露点検了想天藝圃花馥詞林月明題分十
条訓渉衆黎比釈家之十第耶擬儒門之十哲耶可謂万世
之模範也書以為跋／寛文十稔龍輯庚戌立春日　如松
子」（福住道祐）。書写識語「延宝六戊午八月日／野
瀬孝教書之／かきとむることの葉のみそ水茎のなか
れてとまるかたみなりけり」。12行。漢字かな交じり。
原装白地表紙、布目（型押）。料紙斐

ひ

楮
ちょ

交
まぜ

漉
すき

。印記「西
駿中根家本氏記」「正孫之章」「内山」。識語「僧融観」。

朱点・校合書入あり。本文は第１類。＊1678

［35］『寝覚記』（小林－３）
版大不分巻６冊（26.1×17.2）。原題簽（左肩双辺）「ね
さめの記」。内題なし。柱題「記」。自序あり。最終
丁裏本文末左に刊記「承応二年三月中旬」（版元名
削除か）。やや後印。10行。漢字かな交じり。原装
墨色表紙。＊1653

［34］『十訓抄』（小林－154）
版半10巻12冊（22.6×15.8）。原題簽（左肩双辺）外題・序題・内題「十訓抄」。建長４年序。最終丁裏中央に刊記「享保六辛丑
歳首夏吉辰／摂陽書堂礒野氏蔵版」（刊記入木）。早印。四周単辺10行。漢字かな交じり。挿画入り。原装砥

との

粉
こ

色表紙。識語「作
者つまひらかならす扶桑拾
葉別集之内下巻十訓抄の序
菅原為長とあり／静思堂」。
本文は第４類。＊1721

『寝
ね

覚
ざめ

記
のき

』
編者未詳。『沙石集』からの引用があるので、弘安６（1283）年以後、鎌倉時代末期頃の成立か。教訓説話集で『十
訓抄』を出典とするものが41話あり、編目を10に分けることからも、その影響の大きさがうかがわれる。しかし、
当時の世相を反映した独自の説話も含んでいる。序文では、草庵に住む遁世者によって書かれた旨が示される
が、『方丈記』との表現の類似も指摘される。教訓を主としながらも隠者文学的な側面をも有している。
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説
はなし

話の書物を読む（３）　中世の女と男

　図版は『沙石集』［40］巻７で、敢えて平仮名本を用いました。これまた尾籠と猥雑を極め
た話で恐縮ですが、このような奥の深い「大人の話題」を含んでいることも、同時代の他ジャ
ンルの書物にはまず期待できない、説話集の魅力なのです。この話は流布版本にちゃんと入っ
ていて、『沙石集』がよく読まれた江戸時代には多くの人たちが知っていたはずです。一見仏
書のような装いを見せる版本『沙石集』にこんな話が収められているとは驚きですね。かえっ
て、流布本を底本とする岩波文庫本は戦時中の昭和18年刊ですから、掲出の話は伏せ字だら
けで正確に読むことができません。
　文中の「すり粉

こ

」は屑米を擂って細かい粉にしたもので、重
おも

湯
ゆ

や団子の材料にしました。『沙
石集』は説法のために編まれた書ですから、男性に比べて女性の愛執の強さ、罪深さがいち
おう強調されていますが、話そのものの面白さに編者の主な興味があることは疑いありませ
ん。この話の次には、同じような話ながら男と女の立場が逆の場合にどうなったかという珍談、
さらにその次には山中で出会った山伏と巫女とが契る、スコブル付きの興味深い小話がある
のですが、残念ながら省略しましょう。
　これらの話からは当時の女性のたくましい姿が浮かび上がってきます。それから腹の底か
ら笑う哄笑の世界も中世に独特のものではないでしょうか。近世に入ると笑いの質がもっと
隠微なものとなり、その後の日本において、哄笑は大人の文学の世界から姿を消すこととな
るのです。
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Ⅲ　尾張国長母寺と無住

　無
む

住
じゅう

道
どう

暁
ぎょう

は嘉禄２（1226）年に武将の梶原氏の子として鎌倉に生まれますが、まもなく父母と別れ、孤独不遇
な少年時代を過ごしました。18歳で出家、律学を中心に、禅や真言など諸宗を博く学びました。37歳の弘長２（1262）
年に、名古屋大学ともほど近い長母寺の住持となり、没するまでの約50年間をここで過ごします。その間『沙石集』
『聖財集』『雑談集』などの書物を残し、それらははるか後世まで広く愛読されました。
　無住は青少年時代に苦労を重ねてきた人で、中央寺院のみならず、さまざまな地方での生活を経験しました。
そのせいか、宗教人としても柔軟で、俗的世界をも抱え込む懐の深い人物でした。無住の著作には同時代の人々
のいとなみに対する愛情ある視線があり、独特の味わいとなっています。

［36］『沙石集』（小林－84）
版大10巻９冊（27.2×19.2）。巻１～９と巻10の取合せ本（巻９・10を合綴する）。巻１～９：
貞享３年版（→［39］）の同版早印本。原題簽（一部破損あり、左肩双辺）・内題「沙石集」。
原装白茶色表紙。巻10：元和古活字版の覆刻整版本。四周単辺12行。漢字カナ交じり。末尾
に刊語「此集行于世尚矣本有広略条有前後不知孰是也須幸得無住師之直筆正本今也不堪蘊蔵
於写遂鏤于梓十目所視豈其揜乎勿敢疑也／元和二年六月吉日」。＊1686／近世初期刊

『沙
しゃ

石
せき

集
しゅう

』
無住道暁著。弘安２（1279）年に起筆、同６年に完成。教理や信仰にかかわる談義より卑俗な説話までを、縦
横に引きながら叙述された仏教説話集。無住は教理のみにとらわれず、庶民の生きる姿に視線を向けている。
尾張や関東など地方にまつわる話題も多い。僧侶の説教の素材として、落語につながる笑話の素材として、広
く享受された。成立後も添削、説話の加除、裏書きなどが繰り返されて、多様な伝本を残す。俊海本・米沢本
など10巻12帖本系、梵舜本など10巻10帖本系、流布本系、に大別される。
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［37］『沙石集』（小林－90）
版大９巻９冊（28.7×20.7）。全10巻のうち巻２欠。原題簽（巻３～５・８存、左肩双辺）外題・内題「沙石集」。
元和古活字版の覆刻整版本（→［36］）と同版、刊語末尾の「元和二年六月吉日」を削除する。四周単
辺12行。漢字カナ交じり。原装褐色表紙。印記「太日山奉仕／十如院祐舜蔵」「濃州象背山南宮利生院蔵」
「三浦」。＊近世初期刊

［39］『沙石集』（小林－87）
版大10巻10冊（26.2×19.1）。原題簽（巻
３～７・９存、左肩双辺、一部破損）外
題・内題「沙石集」。後表紙見返に刊記
「這固集依旧刻点画湮没也故今校正之而
新開板者也／貞享三丙寅年閏三月上旬／
〈白山通三条上町〉小嶋弥三右衛門版行」。
やや後印。四周単辺13行。漢字カナ交じ
り。原装縹

はなだ

色表紙。＊1686

［38］『沙石集』（小林－86）
版大10巻10冊（26.5×17.4）。原題簽（左
肩双辺）外題・内題「沙石集」。最終丁裏
に刊記「這固集依旧刻点画湮没也故今校
正之而新開板者也／正保四暦仲冬吉日／
〈室町通鯉山町〉小嶋弥左衛門開之」。後印。
四周双辺11行。漢字カナ交じり。原装褐
色表紙。見返に識語「霊鷲山長母寺什物
／現住亭山代／奉寄附沙石集十巻／施主
〈尾州名古屋石町〉俗名増元源右衛門／法
名俊嶺源良居士／為菩提」、信徒によって
長母寺に寄付された本。＊1647
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［40］『沙石集』（小林－85）
版大10巻10冊（26.6×18.2）。原題簽（左
肩双辺）外題・内題「沙石集」。最終丁
裏左下単辺枠内に刊記「天和三癸亥閏五
月吉日／吉野屋徳兵衛板行」（刊記入木）。
やや後印。四周単辺11行。漢字かな交じ
り。原装縹

はなだ

色表紙。慶安版（刊記「慶
安五壬辰初夏吉旦／中野氏是誰新刊行」）

の求板後印本。＊1683

［41］『雑談集』（小林－92）
版大10巻５冊 (28.0×19.3）。原題簽（左肩双辺）外題・内題「雑談集」。巻首に「於尾州
山田庄長母寺草了／沙門無住〈七十九歳〉」。嘉元３年奥。本文末に刊記「寛永二十一
甲申年七月吉日／〈要法寺前町〉堤六左衛門開板」。早印。四周単辺12行。漢字カナ交
じり。原装丁子色表紙。印記「桂氏蔵書」「存禎」「烏江文庫」。識語「主次久（花押）」。
＊1644

『雑
ぞう

談
たん

集
しゅう

』
無住道暁著。嘉元３（1305）年７月に成立。その後、補訂が行われたか。教説や理論を、多くの説話を利用し
ながら叙述する。「雑談」という、真の教説からは猥雑と見なされかねない形式を、敢えて自らの表現手段と
したところに、独特の姿勢がうかがわれる。巻３の「愚老述懐」は、無住の伝記や境涯を知る上で重要な記述
を含む。巻４の末には38首の和歌を収める。現在知られている伝本は版本のみで、寛永21年版・延宝７年版・
刊年不明版があるが、すべて同版。
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［43］『妻鏡』（小林－31）
版大１冊（28.0×17.5）。書外題・内題「妻
鏡」。奥書「本云／斯書則長母寺開山無
住一円長老之所作也可謂尽善矣亦尽美也
転凡成聖利生方便之直路歟」。最終丁裏
双辺枠内に刊記「寛永十八年辛巳／春三
月吉日刊行」。早印。四周双辺10行。漢
字カナ交じり（総フリガナ付）。原装栗
皮色表紙。＊1641

［42］『聖財集』（小林－21）
版大３巻３冊（28.1×18.1）。原題簽（左
肩双辺）外題・内題「聖財集」。嘉元４年奥。
最終丁裏最終行に刊記「寛永廿初秋〈二
条寺町〉野田弥兵衛開板」。初印。四周
双辺10行。漢文体・漢字カナ交じり。原
装栗皮色表紙。本文は清書本系。＊1643

『聖
しょう

財
ざい

集
しゅう

』
無住道暁著。永仁７（1299）年成立。教理・戒律などを主に仏典や経疏の引用によりながら、ときに説話を交
えて示す。書名の由来となった七聖財とは、信・戒・慚・愧・多聞・智恵・捨離のことで、その中でも無住が
重視するのは智恵であり、般若の思想である。一切を捨て「空」に近づくことが悟りへの道であることを説く。
本論部は10の章段より成り、「今世後世四句」のように四句分別の方法で、重んずべきものが何であるかを説く。
伝本は清書本系と添削本系に大別される。

『妻
つま

鏡
かがみ

』
仮名法語。無住の著作とされるが、それを疑う説もある。『無住国師道跡考』には、正安２（1300）年成立と
あるが根拠は不明。無常を自覚すべきこと、女性の罪重きこと、口称念仏が決定往生の業であることなどを、
説話を引きながら述べる。中には、月照上人と馬の話のように珍しい説話も収められている。書名の『妻鏡』は、
女性が常に身辺に置いて参照すべき書物の意か。
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［44］『妻鏡』（小林－30）
版大２巻１冊（26.7×17.6）。原題簽（左
肩双辺）外題「つまかゝみ　上下」。内
題「妻鏡」。奥書・刊記「本云／斯書則
長母寺開山無住一円長老之所作也可謂尽
善矣亦尽美也転凡成聖利生方便之直路歟
／慶安元年戊子孟夏刊之」。早印。四周
単辺９行。漢字かな交じり（総ふりがな
付）。原装縹

はなだ

色表紙。印記「糟谷」「春日
氏印」。＊1648

［45］『無住国師道跡考』（小林－32）
版大１冊（27.3×18.3）。原題簽（左肩双辺、柿色料紙）外題「〈尾張州／木賀崎〉無住国師道跡考」。明和
６年夏安居、尾州興正空華叟（刻印「釈諦忍印」「空華堂」）自序。明和６年仲夏、華園賜紫見住尾府総見
寺祥鳳禅瑞（刻印「景陽山主」「禅瑞」「祥鳳之章」）序。巻首「尾州八事諦忍著」。明和６年林鐘、見住霊
鷲山長母寺守塔法孫性宗叟慧覚（刻印「性宗」「慧覚」）跋。後表紙見返に刊記「明和七年庚寅／七月七日
／〈京堀川仏光寺下町〉銭屋七郎兵衛／〈尾州名古屋本町〉藤屋吉兵衛／〈同所〉菱屋久兵衛」。漢字カナ交
じり。原装濃縹

はなだ

色表紙、雷
らい

文
もん

繋地に桐花唐草文（型押）。印記「両日屋図書」「前津文庫」。＊1770

『無
む

住
じゅう

国
こく

師
し

道
どう

跡
しゃく

考
こう

』
近世の無住伝の白眉とされる伝記書。浄土真宗の学僧で禅僧とも交流のあった、尾張八事山興正寺の諦

たい

忍
にん

が、
従来無住の行状記のないことを遺憾とし、長母寺現住の性宗と相談し、遺著や旧記、口碑を博捜して編んだもの。
巻頭に「大円国師道影」（無住画像）と「長母寺之図」あり。
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　霊鷲山長母寺は、臨済宗東福寺派、本尊は阿弥陀如来。治承３（1179）年に尾張守護職の山
田次郎重忠が木賀崎の地に建立した。弘長２（1262）年、山田道円夫婦が再興、無住が迎えら
れて開山となる。本堂左手の開山堂に安置されている無住国師木像（国指定重要文化財）は
写実を極めたもので、無住和尚の豊かな人間性を活写している。なお、長母寺には貞享３年
版『沙石集』全10巻の版木も什物として保管されている。
＊ 長母寺（名古屋市東区矢田町字寺畑）へは、名古屋市営地下鉄名城線「名古屋ドーム前 矢田」
駅（「名古屋大学」駅より５つ目）下車、北へ徒歩約15分。

無住木像

山門 本堂と開山堂
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説
はなし

話の書物を読む（１）　中世の葬送説
はなし

話の書物を読む（４）　近世の無住思慕者、山
さん

雲
うん

子
し

　近世前期の元禄頃に啓蒙的著述を続々と述作刊行した山雲子、俗称坂
ばん

内
ない

直
なお

頼
より

という人がい
ます。畢生の大著、山城の地誌書『山州名跡志』の自序で、自ら「西山無住老禅之旧廬」に
住むことを明記するなど、無住への思慕の情が強かった人です。山雲子は若い頃に噺本の著
述があり、その一つ『軽口大わらひ』という本に「麁

そ

相
そう

者
もの

媒の事」という笑話があります。
ある人が他家の息子に嫁をめあわせようとして、その女を褒めるのですが、「口もとのしほら
しさ、目もとなどはほそぼそとして薄

すすき

のやうにござる」と言ってしまいます。それを聞いた
息子が「女の目には鈴を張れと言ふに、細過ぎていやじや」と言うと、男ははっと思って「い
やいや細いはかたかたの目の事、一方は大きにござる」と言います。掲出の『沙石集』（［37］）
巻１の話を利用したものと思われます（末尾から５行目以下）。
　そのほか、山雲子の噺本『けらわらひ』の「だんぎの座にて女取はづしの事」という話も、『沙
石集』「説経師下風讃タル事」に基づいていることが明らかです。注目すべきは、この話は現
在知られる伝本の中では梵舜本（古典大系所収）にしかなく、流布本はじめ他の諸本には見
えないことです。山雲子の『沙石集』享受が、流布本のみならず諸本の博捜にまで手を伸ば
していたことがうかがえます。
　なお［49］『浄土勧化三国往生伝』は、従来著者不明でしたが、山雲子の編著であることが
近年判明しました。ここにも無住的精神が、遠く時代を隔てた山雲子に与えた影響を見るこ
とができるでしょう。
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Ⅳ　説話の継承と展開

　説話集は後世にも受け継がれます。江戸時代に入り出版が本格化すると、数々の説話集が古活字版・整版で繰
り返し刊行されました。読み物として人気の高かったことを物語っています。また、新たな内容を盛り込んだ近
世的な説話集も続々と刊行されます。

［46］『仏法奇妙集』（小林－８）
版大５巻５冊（26.1×17.9）。書題簽・目録題・内題「仏法奇妙集」。尾題「仏法奇妙物語」（巻２～
４は「奇妙物語」）。目録題・内題の「集」は入木で、もと「仏法奇妙物語」を発刊直前に改めた
ものか。巻５尾題の左に刊記「寛文七丁未歳二月　林長右衛門板」。早印。四周双辺11行。漢字か
な交じり。改装浅

あさ

葱
ぎ

色表紙。同版改題本「新選沙石集」あり、元禄８年 月上浣、桑門虚舟子序
を新たに付し、刊記を「元禄九丙子稔正月吉日　洛陽〈大船屋〉志水長兵衛／江戸〈前田屋〉八
尾徳兵衛」に改刻（無刊年、皇都書林藤屋武兵衛刊の求板後印本あり）。＊1667

『仏
ぶっ

法
ぽう

奇
き

妙
みょう

集
しゅう

』
版本系かと思われる『三国伝記』全12巻360話より65話を抜き出し、和漢混淆文を漢字かな交じりに読み下し
たもの。65話の内訳は、梵22・漢18・和25である。『三国伝記』の中世末より近世にかけての受容や訓法を知
る資料。本書は、元禄９（1696）年に、同じ版木を用い桑門虚舟子の序を新たに加えて「新選沙石集」として
改題刊行され流布するが、初版本は比較的稀れ。
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［48］ 『本朝故事因縁集』
（小林－35）
版大５巻５冊（25.5×17.7）。原題簽（左
肩双辺）「〈本／朝〉故事因縁集」。目録題・
内題「本朝故事因縁集」。序跋なし。最
終丁裏に刊記「元禄二己巳歳三月吉辰／
〈江戸青物町万屋〉清兵衛／〈大坂鳫金屋〉
庄兵衛板」。四周単辺10行。漢字カナ交
じり。原装縹

はなだ

色表紙。＊1689

［47］ 『浄土勧化三国往生伝』
（小林－６）
版大６巻合３冊（26.8×19.0）。書題簽「〈三
国／因縁〉浄土勧化往生伝」。内題「浄
土勧化三国往生伝」。序跋なし。刊記「元
禄二 ／己巳三月吉旦／〈堀川通仏光寺
上ル町〉中野九右衛門／〈堀川通本国寺
前〉小佐治半右衛門／〈醒井通五条上ル
町〉杉生五郎左衛門」。早印。四周単辺
１３行。漢字カナ交じり。改装茶色表紙、
青海波に鳳凰の丸（空押）。印記「宝卓堂」
「智天」。識語「南無阿弥陀仏　隆天（花
押）」「唐沢用」。＊1689

『浄
じょう

土
ど

勧
かん

化
げ

三
さん

国
ごく

往
おう

生
じょう

伝
でん

』
諸往生記類より抜抄した三国（倭国・唐土・天竺）の往生伝。序跋等なく、編者は従来不明であったが、「白
慧法師墓誌」により白慧法師すなわち元禄期の俗学者山雲子坂内直頼（享保２（1717）年没72歳）の著述と判明。
版下筆跡は数筆あり、確かに巻３・４のそれは山雲子筆跡に似ている。内容的に見ても、山雲子の説法的世界
への傾斜と矛盾しない。

『本
ほん

朝
ちょう

故
こ

事
じ

因
いん

縁
ねん

集
しゅう

』 
著者未詳。説法談義に供される諸国奇談や因果話を収める。各話の末に「評曰」と、著者自身の見解や解釈を
付している。巻１の１「淡路千光寺山石」、巻１の２「美濃養老滝」などと各地の伝承を豊富に収録しており、
柳田国男は民俗資料として本書を利用している。奇談物の仮名草子や浮世草子、勧化物などと共通する話が多
く、その影響力が知られる。主版元の大坂雁金屋庄兵衛、江戸版元の万屋清兵衛は『西鶴織留』（元禄７）・『万
の文反古』（元禄９）・『好色つは物揃』（元禄９）などの西鶴本と共通する。
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［49］『礦石集』（小林－22）
版大４巻６冊（25.9×18.2）。原題簽（左
肩双辺）外題・序題「礦石集」。目録題・
内題「真言礦石集」。元禄５年孟春、林
下乞士無尽蔵自序。最終丁裏に刊記「元
禄六歳正月下旬／書林〈大坂北御堂前〉
毛利田庄太郎繍版」。後印。四周単辺12行。
漢字カナ交じり。原装縹

はなだ

色表紙。印記「智
宝」「山内」。初版は毛利田の前行に「〈大
坂立売堀阿波橋町〉小嶋九郎兵衛版行」、
次行に「〈京冨小路仏光寺上〉中河喜兵
衛梓」とある相合版で、本書は２書肆の
名を削除した後印本。＊1693

『礦
こう

石
せき

集
しゅう

』
蓮体（惟宝）著。著者は河内国錦部郡清水村の人で、浄

じょう

厳
ごん

門の真言宗学僧。先行の『地蔵菩薩利生記』『地蔵
菩薩利益集』に洩れた地蔵菩薩の霊験譚を中心に種々の説話を収め、諸仏諸真言の利益を説く。実在の地名や
人名を記した、同時代の奇談巷説を多く含んでおり、当時の説法を聴く人々の興味がどこにあったかをうかが
わせている。主版元の毛利田庄太郎は『椀久一世の物語』（貞享２）・『好色五人女』（貞享３）・『日本永代蔵』（貞
享５）の西鶴本を出した大坂の古参書肆。
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　説話集は多くが短編で、しかも完結した内容をもつことから、入学試験にしばしば出題さ
れます。以下に掲げたのは、2001年度の名古屋大学文学部の入試問題です。別々の説話の類
似点をどのように読解するか、さらには「腹あしき」上人厳雄房に対する著者の視線がどの
ようなものであるのかを、問うています。

問
題　

次
の
Ａ
・
Ｂ
の
文
章
は
、『
沙
石
集
』
の
あ
る
一
章
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る

話
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

Ａ　

中
頃
、
甲
斐
国
に
厳ご
ん

雄ゆ
う

房ぼ
う

と
い
ふ
学が
く

生し
や
う

あ
り
け
り
。
修
行
者
多
く
給
仕
奉ぶ

事じ

し
て

学
問
し
け
り
。
あ
ま
り
に
腹
の
あ
し
き
上
人
に
て
、
修
行
者
ど
も
、
時
非
時
さ
ば
く

り
荷か

用よ
う

す
る
に
、
湯
の
熱
き
も
又
ぬ
る
き
も
し
か
り
、
遅
き
を
も
腹
立
て
、
と
く
持

て
来く

れ
ば
、「
法
師
に
物
食
は
せ
じ
と
す
る
か
」
と
て
、
食
ひ
さ
し
て
打
置
き
て
し

か
り
け
り
。
そ
の
あ
は
ひ
を
見
ん
と
て
、
障
子
の
隙
よ
り
の
ぞ
け
ば
、「
あ
れ
は
何

を
見
る
ぞ
」
と
て
、
い
よ
い
よ
腹ふ
く

立り
ふ

し
け
れ
ば
、
常
に
は
心
よ
か
ら
ず
の
み
あ
り

け
れ
ど
も
、①
よ
き
学
生
な
り
け
れ
ば
忍
び
て
こ
そ
学
問
し
け
れ
。
妹
の
女
房
、
最

愛
の
一
子
に
お
く
れ
て
、
人
の
親
の
習
ひ
と
い
ひ
な
が
ら
、
あ
な
が
ち
に
嘆
き
け
れ

ば
、
よ
そ
の
人
も
と
ぶ
ら
ひ
哀
れ
み
け
る
に
、
こ
の
上
人
と
ぶ
ら
は
ざ
り
け
る
事
を
、

「
あ
ら
う
た
て
や
、
こ
れ
ほ
ど
の
嘆
き
を
上
人
の
と
ぶ
ら
は
れ
ぬ
よ
。
よ
そ
の
人
だ

に
も
情
を
か
く
る
に
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
弟
子
の
中
に
聞
き
て
、「
か
の
女
房
の
恨

み
申
さ
れ
候
な
る
に
、
御
と
ぶ
ら
ひ
候
へ
」
と
言
へ
ば
、
例
の
腹
立
し
て
、「
無む

下げ

の
女
房
か
な
。
法
師
が
妹
な
ん
ど
い
は
ん
者
は
、
普
通
の
在
家
の
人
に
似
る
べ
か
ら

ず
。
生
老
病
死
の
国
に
居
り
な
が
ら
、
愛
別
離
苦
の
愁
ひ
な
か
る
べ
し
と
思
ひ
け
る

か
。
あ
ら
不
覚
や
。
言
ひ
甲
斐
な
き
女
房
か
な
。
い
で
い
で
行
き
て
つ
め
ふ
せ
て
こ

む
」
と
て
、
か
さ
か
さ
と
し
て
行
き
ぬ
。「
ま
こ
と
に
や
、
わ
女
房
の
嘆
き
を
と
ぶ

ら
は
ぬ
と
恨
み
給
ふ
な
る
は
」
と
言
へ
ば
、「
あ
ま
り
の
嘆
き
に
心
も
あ
ら
れ
ぬ
ま

ま
に
、②
さ
る
事
も
申
し
て
も
や
候
ひ
け
む
」
と
言
へ
ば
、「
無
下
の
人
か
な
、
さ
す

が
こ
の
法
師
が
親
し
き
し
る
し
に
は
、③
世
の
常
の
人
に
や
似
給
ふ
べ
き
。
生
あ
る

者
必
ず
滅
す
。
会ゑ

者し
や

は
定
め
て
離
る
る
。
南な
ん

浮ぶ

は
も
と
よ
り
老
少
不ふ

定ぢ
や
う

の
国
な
り
。

前
後
の
相
違
、
母
子
の
別
れ
、
世
に
無
き
事
か
。
始
め
て
嘆
き
驚
く
べ
き
に
あ
ら
ず
。

返
す
返
す
言
ひ
甲
斐
な
し
」
と
し
か
り
け
れ
ば
、「
か
た
の
如
く
、
そ
の
道
理
は
承

は
り
て
侍
れ
ど
も
、
身
を
分
け
て
出
で
来
、
な
つ
け
て
候
ひ
つ
る
上
、
心
ざ
ま
も
か

ひ
が
ひ
し
く
候
ひ
つ
れ
ば
、
何
の
道
理
も
忘
れ
て
、
た
だ
別
れ
の
み
悲
し
く
覚
え
候
」

と
て
、
涙
も
か
き
あ
へ
ず
嘆
き
け
れ
ば
、「
あ
ら
愚ぐ

癡ち

や
、
道
理
を
知
り
な
が
ら
猶

嘆
く
べ
き
か
。
さ
れ
ば
そ
れ
は
知
り
た
る
甲
斐
か
。
不
覚
や
。」
と
て
、
い
よ
い
よ

責
め
ふ
せ
け
り
。
さ
て
、
か
の
女
房
、
涙
を
お
し
の
ご
ひ
て
、「
そ
も
そ
も
人
の
腹

立
ち
候
事
は
あ
し
き
事
か
、
又
く
る
し
か
ら
ぬ
事
か
」
と
言
へ
ば
、「
そ
れ
は
貪と
ん

瞋じ
ん

癡ち

の
三
毒
と
て
宗む
ね

と
の
煩
悩
の
一
な
り
。④
疑
ひ
に
や
及
ぶ
、
お
そ
ろ
し
き
過と
が

な
り
」

と
言
ふ
時
、「
⑤

な
ど
さ
ら
ば
そ
れ
ほ
ど
に
御
心
え
の
あ
る
に
御
腹
は
あ
ま
り
に
あ

し
き
ぞ
」
と
言
ふ
に
、
は
た
と
つ
ま
り
て
、
言
ひ
や
り
た
る
事
は
無
く
し
て
、「
よ

し
さ
ら
ば
、
い
か
に
も
思
ふ
さ
ま
に
嘆
き
給
へ
」
と
て
、
し
か
り
て
出
で
に
け
り
。

Ｂ　

質し
つ

多た

居こ

士じ

と
い
ふ
俗
の
初し
よ

果か

の
聖
し
や
う

者じ
や

あ
り
け
り
。
信
心
深
く
し
て
常
に
僧
を
供
養
し
け

る
に
、
善
法
比び

丘く

と
い
ふ
僧
、
常
に
か
の
家
に
行
き
て
供
養
を
受
く
。
あ
る
時
、
遠を
ん

国ご
く

よ

り
客
僧
来
た
る
。
居
士
ね
ん
ご
ろ
に
供
養
し
け
り
。
善
法
比
丘
こ
れ
を
見
て
、
我
を
ば
か

や
う
に
供
養
せ
ず
し
て
、
他
国
の
僧
を
重
く
す
る
事
、
本
意
な
く
そ
ね
ま
し
く
思
ひ
て
、

も
と
よ
り
腹
あ
し
き
比
丘
に
て
、
悪あ
つ

口こ
う

し
け
り
。「
今
日
の
御
供
養
こ
そ
目
出
た
く
見
え

候
へ
。
山
海
の
珍
物
数
を
尽
く
さ
れ
た
り
。
只
無
き
物
と
て
は
油
あ
ぶ
ら

糟か
す

ば
か
り
な
り
」
と
言

ふ
。
居
士
油
を
商
ひ
て
世
を
渡
る
由よ
し

を
言
へ
り
。
こ
こ
に
居
士
、「
只
今
思
ひ
合
は
す
る

事
侍
り
。
商
ひ
の
為
に
諸
国
を
あ
り
き
し
に
、
あ
る
国
に
鶏
の
形
世
の
常
の
鶏
に
て
、
鳴

く
声
は
烏
の
声
な
る
鳥
あ
り
き
。
そ
の
由
を
問
へ
ば
、「
こ
の
鶏
の
母
は
烏
に
と
つ
い
で

う
め
る
に
よ
り
て
、
形
は
母
に
似
て
、
声
は
父
に
似
た
り
。
こ
れ
を
烏う

鶏け
い

と
名
付
く
」
と

言
へ
り
。
今
御
形
を
見
奉
れ
ば
沙
門
の
御
形
な
り
。
仰
せ
ら
る
る
御
こ
と
ば
は
在
家
の
こ

と
ば
な
り
。
か
の
烏
鶏
こ
そ
思
ひ
出
で
ら
れ
候
へ
」
と
言
ふ
時
、
善
法
比
丘
こ
と
ば
無
く

し
て
、
腹
立
し
て
食
せ
ず
し
て
座
を
立
ち
去
る
。

　

【
語
注
】

○
学
生　

仏
典
を
修
め
て
師
匠
の
資
格
を
も
つ
学
僧
。　

○
奉
事　

目
上
の
者
に
仕
え
る
。　

○
時
非
時　

寺
院
の
食
事
。　

○
さ
ば
く
る　

取
り
扱
う
。　

○
荷
用　

給
仕
。　

○
湯　

食
後
に
喫
す
る
白
湯
。　

○
生
老
病
死　

人
生
で
避
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
四
大
苦
。生
老
病
死
の
国
と
は
現
世
。

○
愛
別
離
苦　

愛
す
る
者
と
離
別
す
る
苦
し
み
。　

○
わ
女
房　

お
ま
え
。「
わ
」
は
親
愛
な
い
し
軽
侮
の
気
持
ち
を
込
め
て
相
手
を
呼
ぶ
接
頭
語
。

○
南
浮　

人
間
世
界
。　

○
な
つ
け
て　

か
わ
い
が
っ
て
慣
れ
親
し
ま
せ
て
。

○
貪
瞋
癡
の
三
毒　

貪
欲
・
怒
り
・
無
知
。　

○
宗
と
の　

主
要
な
。　

○
質
多
居
士　

釈
迦
の
弟
子
の
一
人
。
居
士
は
在
家
の
男
子
。　

○
俗
の
初
果
の
聖
者　

俗
人
で
、
煩
悩
を
脱
し
て
悟
り
の
第
一
段
階
に
至
っ
た
聖
人
。

○
比
丘　

出
家
の
男
子
。　

○
沙
門　

出
家
。

問
一　

傍
線
部
①
〜
⑤
を
口
語
訳
し
な
さ
い
。

問
二　

Ａ
の
話
と
Ｂ
の
話
と
は
ど
の
よ
う
な
点
が
似
て
い
る
か
、
説
明
し
な
さ
い
。

問
三　

こ
の
文
章
の
作
者
は
、
厳
雄
房
の
人
柄
や
言
動
に
、
ど
の
よ
う
な
興
味
を
感
じ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
思
う
と
こ
ろ
を
記
し
な
さ
い
。

問
四　

『
沙
石
集
』
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
記
し
な
さ
い
。

説
はなし

話の書物を読む（５）　説話と入試
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